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名古屋市内において施工されている「低騒音舗装」について交通騒音低減効果の経年変

化の事例として市内自動車騒音定期監視デ－タや継続調査地点デ－タの解析をした結果，

低騒音舗装である排水性舗装部での官民境界における車両走行時の騒音が通常舗装に比べ

4～5dB 低減効果があり，その騒音低減効果は施工後 7 年経過した状況で通常舗装に比べ約

3dB とその効果を維持している傾向がみられた．また，交通量のほぼ 2 倍増加で騒音は約

1dB の増加傾向がみられた．                                      

 

は じ め に 

名古屋市においては，「低騒音舗装」が市内の各路線

で施工されている．現在，この低騒音舗装である排水

性舗装（DA 舗装）についてその周波数特性と交通騒

音低減効果の経年変化を継続的に調査している．本報

告では，前報 1）に引き続き本市での自動車騒音定期監

視デ－タや継続調査地点における解析の結果を報告す

る． 

調 査 方 法  

1. 自動車騒音定期監視デ－タ及び継続地点

における解析について 

自動車騒音定期監視は,毎年名古屋市内 15 地点で実

施されており，市内道路交通騒音の状況を把握するう

えでの貴重なデ－タとなっている．この中で，平坦構

造・低騒音舗装施工前後の条件のデ－タを抽出し，低

騒音舗装の効果，経年変化を解析した．現場の状況を 

図 1 に示す．この現場状況は，DA 舗装施工後 7 年経

過となっている． 

また，継続調査地点における解析は，数量化理論Ⅰ

類を用い，交通量（大型，小型），舗装種別をカテゴリ

とした．これをもとに等価騒音レベルを外的基準とし

てスコアを算出した． 

 

 

図 1 自動車定期監視現場状況 

結果及び考察 

自動車騒音定期監視データによる低騒音舗装施工前

の通常舗装（コンクリ－ト：CO と略記）及び施工後

の DA 舗装部走行時の騒音経年変化事例と，継続調査

を実施した 3 地点における交通量と CO 及び DA 舗装

部走行時の数量化分析結果並びにその傾向を以下に示

す．なお，DA舗装施工後としてDA舗装施工直後DA00，

施工後 1 年 DA01，2 年 DA02 等と表記する． 

 

1. 自動車騒音定期監視での事例 

自動車騒音定期監視での事例として平坦構造におけ

る官民境界でのデ－タを示す．図 2 から図 4 は低騒音

舗装施工前と施工後直後から 7 年経過時の騒音（LAeq）
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を示している． 

図 2 は評価日における時間値の変化を，図 3 は昼間

値の経年変化を，図 4 は夜間値の経年変化を示す． 

図 2 より，夜間は昼間に比べ 3～4dB 低くなる傾向

がみられる．この傾向は低騒音舗装施工前後において

同様にみうけられる． 

また，図 3 と図 4 より，昼間値は施工前に比べ施工

後 1 年から 3 年で 5dB 程度低くなっており，施工後 7

年でその効果は 3dB 程度となっていることがわかる．

同様に，夜間値は施工前に比べ施工後 1 年から 3 年で

6dB程度低くなっており，施工後 7年でその効果は 4dB

程度となっていることがわかる． 

これより，低騒音舗装は施工前（通常舗装（CO））

に比べ交通量が比較的多いと考えられる昼間では約

5dB の騒音低減効果がみられ，その効果は施工直後か

ら 7 年で約 3dB を維持している傾向がみられる． 
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図 2 低騒音舗装騒音低減効果の経年変化 
（低騒音舗装施工前後の LAeq（時間値）） 
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図 3 低騒音舗装騒音低減効果の経年変化 
（低騒音舗装施工前後の LAeq（昼間値）） 
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図 4 低騒音舗装騒音低減効果の経年変化 
（低騒音舗装施工前後の LAeq（夜間値）） 
 

2. 継続調査地点での解析結果 

継続調査地点における数量化理論Ⅰ類を用いた解析

結果を図 5 に示す．また，この解析をもとに推定した

計算値と実測値を図 6 に示す． 

図 5 はカテゴリとして交通量（小型 1800～3000 台/

時，大型 400～850 台/時），舗装種別（CO，DA）を用

い道路交通騒音（LAeq）を求めたスコアを示す． 

図 5 における道路交通騒音の計算例として， 

 小型車交通量 3000 台/時 

 大型車交通量 850 台/時 

  舗装（CO） 

 の場合 

 LAeq＝ 69.08 + 0.81 + 0.70 + 2.20 ＝ 72.79 dB 

となる． 

 小型車交通量 3000 台/時 

 大型車交通量 850 台/時 

  舗装（DA06） 

 の場合 

 LAeq＝69.08 + 0.81 + 0.70－0.47 ＝ 70.12 dB 

となり，CO と DA06 を比較すると後者が前者に比べ

2.67dB 低い傾向となる． 

交通量についてみると，小型 1800～3000 台/時，大

型 400～850 台/時の範囲で交通量が増加すると約 2 倍

で 1dB 程度増加の傾向がみられる． 

そして，舗装種別では通常舗装（CO）に比べ 4dB

程度 DA 舗装の低減効果がみうけられ，その効果は 6

年で 2～3dB を維持している傾向がみられ前報と同様

の傾向が得られた． 

また，図 6 より実測値と計算値はほぼ±5dB の範囲

内にあり，比較的良好な精度となっている． 
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図 5 道路交通騒音の数量化理論Ⅰ類による

分析結果（「カテゴリ－スコア」） 
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図 6 道路交通騒音の数量化理論Ⅰ類による

分析結果（「計算値－実測値」） 
 

 

 

 

 

 

ま と め  

名古屋市内において施工されている「低騒音舗装」

についてその交通騒音低減効果の経年変化を継続的に

調査し，本市での自動車騒音定期監視デ－タや継続調

査地点において解析した結果は以下のとおりである． 

 

自動車騒音定期監視デ－タより，低騒音舗装は施工

前（通常舗装（CO））に比べ交通量が比較的多いと考

えられる昼間では約 5dB の騒音低減効果がみられ，そ

の効果は施工直後から 7 年で約 3dB を維持している傾

向がみられる． 

継続調査地点においては，交通量についてみると，

小型 1800～3000 台/時，大型 400～850 台/時の範囲で

交通量が増加すると約 2 倍で 1dB 程度増加の傾向がみ

られる． 

舗装種別では通常舗装（CO）に比べ 4dB 程度 DA

舗装の低減効果がみうけられ，その効果は 6 年で 2～

3dB を維持している傾向がみられる． 
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